
愛媛県高齢者保健福祉計画等推進委員会の会議結果（概要） 

 

 

１ 会議の名称  令和２年度第２回愛媛県高齢者保健福祉計画等推進委員会 

２ 開 催 日 時  令和２年 12月 22日（火）14:30～16:15 

３ 開 催 場 所  県庁議事堂 ４階 農林水産・建設委員会室 

４ 出 席 者  委員 15 名中 13 名（うち代理 1 名）、事務局（生きがい推進局長・長寿介護課長ほか） 

５ 審 議 事 項 

(1) 新しい計画の構成 

(2) 新しい計画の施策体系 

(3) 新しい計画の政策目標と施策の目指す方向 

(4) 第８期計画における介護サービス量等の見込 

(5) 第８期計画における介護保険施設の整備 

(6) その他 

６ 審 議 内 容  全部公開（傍聴者なし） 

７ 委員からの主な意見等 

○議事(2) 新しい計画の施策体系について 

・ 計画中「介護サービス提供体制の充実及び質の向上」に「有料老人ホームやサ

ービス付き高齢者向け住宅の設置状況」を追加することとしているが、「高齢者の

住まいの確保」に反映させるべきではないか。 

（県）「介護サービス提供体制」の箇所への記載は、有料老人ホームやサービス付

き高齢者向け住宅の設置状況を踏まえた上で、介護保険施設等の整備を検討

するという趣旨に基づくもの。なお、「高齢者の住まいの確保」にも記載する

こととする。 

○議事(5) 第８期計画における介護保険施設の整備について 

・ 施設等の整備について、市町は現在の人材不足の状況を考慮した上で計画を立

てているのか。 

（県）今年度 10月に、施設整備等の計画の状況について市町ヒアリングを実施し

たが、市町も人材不足を認識し、考慮した上で整備計画を立てている。 

また、県からも、人材確保を考えて整備を検討するよう助言している。 

○その他 

・ 計画推進のためには様々な部局が関わる必要があると実感しているので、「市

町への支援対策」の中で、部局間の横の連携について言及して欲しい。 

・ 地域包括ケアシステムの中で、老人クラブがどう関与できるか助言して欲しい。 

・ 生産年齢人口が減少していく中で、介護人材の育成や確保が重要になる。 

８ 閉会 


